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研究成果の概要（和文）：　電子的に蓄積された看護情報をテキストマイニング技術を用いて分析するには、その情報
がどのようなコンテキスト（文脈）で用いられているかを明らかにする必要がある。そのための看護記録のモデルを作
成し、入院時基礎情報のコンテキストを分析した。
　看護記録のモデルでは、看護行為を対象者の代替行為、対象者の能力を強化する行為、予防行為の3つに分類し、患
者の状態を、情報総括場面の記述、異常なし・ありの記述の3種類に分類した。入院時基礎情報からは、6つのコンテキ
スト抽出し、「納得した治療」「ケアの継続」「日常生活」の3つにまとめた。これらの結果を患者アウトカムの評価
に用いることができる。

研究成果の概要（英文）：We developed the nursing record model for analyzing clients' outcome. The 
description nursing records could be resolved into client’s status and nursing actions. In terms of 
changing status, nursing actions includes agency action, enhancement action of clients' ability and 
prevention action. Clients' status was descripted as information summary, abnormal status and normal 
status. Information Summaries were made at admission, decision making of the treatment plan and 
discharge. Description of abnormal status included derivation status and prevention actions. Description 
of normal status was the judgement without subjective/objective data or objective data only as with a 
clinical pathway.

研究分野：看護情報

キーワード： オントロジー　テキストマイニング
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年、診療報酬レセプトや DPC データを
用い、患者の疾患別の集計やサービスの利用
傾向の分析等が可能となり、多くの研究の研
究が行われるようになってきた。 
 これらのデータに対し、「日々記録される」
「看護や診療記録が詳細に記載されている」
「治療・看護の効果にあたる検査や測定結果
が含まれる」などレセプトや DPC データに
はない特徴をもつ電子カルテは、蓄積されて
いるデータを分析することによって看護や
治療の効果まで分析が可能となった。しかし、
電子カルテには、体系化されていない未整理
の情報が様々な形式で蓄積されている。看護
師等の医療従事者がある目的で必要とする
情報は、他の情報の中に埋没しており、これ
を適切な時期に適切な形で取り出すことは
容易ではないため、これまで電子カルテのデ
ータを用いた高度な分析はあまり行われて
こなかった。 
 一方、情報学領域では、テキストマイニン
グやデータマイニング技法により、電子化さ
れた大量の言語テキストから有用な情報を
抽出する研究やソフトウエアの開発が近年
急速に進んでいる。これまで、顧客からのア
ンケートの回答やコールセンターに寄せら
れる質問や意見などは、分析者が 1つ 1つず
つ読んで、分類する方法などで分析されるこ
とが多かった。しかし、インターネットなど
の普及により、大量の定性的データが回収で
きるようになり、分析の対象となるテキスト
形式のデータ量が飛躍的に増大し、何千もの
自由回答を分析者がすべてに目を通し、従来
の手法で分析することは不可能に近くなっ
た。こうしたデータをマイニング（解析）し、
消費者のニーズや現状の製品に対する不満
点などを分析し、商品開発に生かすなどの実
用化もされつつある。さらに、こうした手法
を臨床医学に応用し、オントロジーと呼ばれ
る知識データベースを構築し、有用な診療情
報を抽出する試みが行われるようになって
きた。しかし、看護記録情報については、臨
床看護と情報学の両方に精通した専門家が
少ないことから、国内外ともに未だこうした
研究が遅れている。 
 これまで看護の分野において、医療情報学
の視点から、国内の看護・医療用語の標準化、
ならびにオントロジーを構築し、英語で提供
されている国際用語集翻訳の研究が行われ
ており、こうした技術を活用し、臨床看護分
野における看護オントロジーの開発も着手

されている。 
 本研究では、テキストマイニングやデータ
マイニング技法を用いて、看護記録情報から
オントロジーを構築し、看護のプロセス評価
に有用な情報を効率よく抽出するツールを
開発すること、そこから、看護プロセスのパ
ターンを分析し、看護プロセスの違いによる
患者アウトカムへの影響を実証分析するこ
とを目的とする。 
 
２．研究の目的 
 
 医療現場における情報技術化の進歩によ
り、電子的に蓄積された看護情報・診療情報
が日々増加している。看護記録情報には、数
値データやコード化・構造化された分類デー
タ、さらに、自由記述形式のテキストデータ
等大量の時系列データが含まれる。本研究の
目的は、こうした患者毎に様々な形態で存在
する大量の時系列データの利活用を目指し、
テキストマイニングやデータマイニング技
法を応用し、看護プロセスの評価に必要な情
報を抽出するツールを開発すること、そこか
ら、看護プロセスのパターンを分析し、看護
プロセスの違いによる患者アウトカムへの
影響を実証分析することである。 
 
３．研究の方法 
 
(1)知識ベースの洗練 
モデル臨床看護記録の分析を行い、臨床特
有の表現を既存の知識ベースに登録した。臨
床記録を機械的に分析するためには、記録に
用いられる表現をあらかじめデータベース
に登録しておく必要がある。「国際医療用語
集を日本語で使用するための知識ベースの
開発」にて作成した標準用語データベースに
は、実際の患者記録で用いられる俗語や略語
が十分登録されておらず、本研究のために臨
床記録の表現を追加する必要がある。ここで
は同研究で作成した訳語候補データベース
や知識ベースを用いて、既存の用語との整合
性を保ちながら新規用語をデータベースに
登録した。 
 
(2)臨床記録におけるコンテキスト（文脈）
の解析  
 臨床記録には、当該患者の入院目的・治療
法、全身状態といったコンテキスト（文脈）
が存在し、それが前提となった記載が行われ
ている。特に経験が豊富な臨床家は、必要最
低限の記述で文意を伝えようとするため、途



中の思考過程が省略された記述も多くみら
れる。そのため、機械的に意味を解析するに
は、どのようなコンテキスト（文脈）で表現
された記述なのかをあわせて把握する必要
がある。そこで、モデル臨床看護記録の個々
の表現がどのようなコンテキストで述べら
れたものかの抽出が必要である。 
入手可能な言語資源協会の模擬診療録テ
キストデータでは、このようなコンテキスト
を抽出することが困難と判断したため、入院
時記録に用いられる基礎情報の書式につい
て分析を行うこととした。 
 
(3) コンテキストの構造化 
モデル記録で抽出されたコンテキストは、
特定の疾患・治療によるものであるため、一
般化するためには抽象化された構造が必要
となる。構造化にあたっては、これまで培っ
てきたオントロジーの知識を用いた。「医療
情報システムのための医療知識基盤データ
ベース開発事業」では患者状態を表すオント
ロジーと、看護の行為を表すオントロジーが
開発されている。これらの知見を用いること
によって、状態や行為の表現から個々の記録
表現とコンテキストの関係を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
(1)知識ベースの洗練 
 臨床記録の分析のために新たな臨床記録
用語を追加した。臨床用語としては、標準看
護計画、看護行為分類などに出現する言葉の
中から専門用語として意味を作る単位につ
いて抽出を行い登録した。略語も頻出するた
め、略語集などから追加の用語を登録した。 
 
(2)臨床記録におけるコンテキスト（文脈）
の解析  
患者状態を表すオントロジーと看護の行
為を表すオントロジーを開発し、モデル化を
行った。看護行為に伴う状態変化という視点
では、臨床看護記録のモデルは、対象者の代
替行為、対象者の能力を強化する行為、予防
行為の 3点に分けられた。 
 モデル臨床看護記録は、情報総括場面の記
述、異常なしに関する記述、異常ありの記述
の 3種類に分類した。情報総括場面は、入院
時、治療方針決定時、サマリー時などにみら
れ、患者の全体像からの具体的な記述が行わ
れていた。異常ありの記述では、異常がある
ことを示す情報に加え、そこから派生する状
態に対する情報、予防に関する介入が簡潔に

記されていた。異常なしの記録については、
情報を示すことなく判断のみが記載される
場合や、クリニカルパスのような客観的デー
タのみを示す場合が多くみられた。質指標の
評価にあたっては、異常ありの記述を抽出す
るのが有効であると思われた。 
 
(3) コンテキストの構造化 
入院時患者基礎情報は、NANDA、オレム、
ゴードンなどの看護モデルに準じた書式と
なっているが、その背景にはそれぞれの情報
がどのように活用されるべきかという目的
があった。入院時基礎情報の分析の結果、以
下の 6つのコンテキスト（情報活用の目的）
を抽出した。「疾患、治療方針を正しく認識
しているか」「納得して治療が受け入れられ
ているか」「継続してきた医療処置が適切に
行われるか」「コミュニケーションが良好に
行えるか」「日常生活が快適に送られるか」
「安全に生活できるか」である。さらにこれ
は「納得した治療」「ケアの継続」「日常生活」
の 3つにまとめることができた。これ以外に
も入院目的、治療目的によって詳細な情報が
収集されるが、それは標準的な書式には現れ
ておらず、個別に記録がされていた。この内
容から、それぞれの目的にあわせたアウトカ
ムを設定することができた。 
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